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１年で最も寒さが厳しい時季になりました。朝の登校時間帯の気温は連日氷点下です。切り
込むような寒さですが、そんな中しっかりと上着を着込んで歩いてくる子どもたちは頼もしい限
りです。車でドアからドアへと移動できる日常ですが、自分の足で目的地まで行けるのはとても
大切なことだと思います。毎日の繰り返しで知らず知らずに体も心も鍛えられることでしょう。
さて、３学期も中程にさしかかりました。短い２月です。めあての達成のためにがんばってい

きましょう。

□□□□ ２月の予定 □□□□

３日（火） 出張のため 午後 休室

４日（水） 一日入学のため 特日課 午後 休室

１２日（木） 特日課 会議のため ６，７校時 休室

１６日(月) 会議のため ７校時 休室

１７日（火） 登校班編制のため ４校時 休室

２３日(月) 委員会・会議のため ６，７校時 休室

２４日（火） 出張のため 午後 休室

２６日(木) 「６年生を送る会」のため ２校時 休室

３月７日（土） 春の親子レクリェーション（ボウリング）

◇ ◇ ◇ お知らせ ◇ ◇ ◇

＊ 引き続きインフルエンザの流行が心配されます。欠席の状況によって、在籍校で特別な措
置（登校を遅らせる・下校を早める・学級閉鎖になるなど）がとられる場合は、在籍校の措置
に従ってください。「ことばの教室」にもご連絡ください。

＊ 道路の凍結や降雪・積雪の心配がある季節です。他校からの通級の際は十分ご注意くだ
さい。雪が積もり始めたときなど車での来校が危険なときは、無理をしないで安全を最優先
させてください。

＊ １年生から５年生までの方は、次年度の通級継続・終了のご希望を伺っているところです。
自校通級の方はぜひ参観にお越しください。他校から通級の方は送迎の時間を使って参観
・相談を行います。
６年生の方は卒業に伴ってことばの教室は終了となります。



話す力をつけましょう。

短い３学期。もうすぐ学年も一つ大きくなります。必要なことを、ことばで、今よりさらに上手に
伝えられるように、生活の中で練習をしましょう。

早退の連絡、体育を見学する連絡、提出物や通知に関する連絡など、お家からの連絡を連
絡帳で学校に伝えることがあります。このときに、ただ連絡帳を先生に渡すのではなく、お子さ
んが自分でも担任の先生にことばで伝えられるように練習をしてみてください。

最初は「家から連絡があるので連絡帳を見てください。」でも大丈夫。上手になってきたら連
絡帳を出すときに「今日は風邪のため体育を見学します。連絡帳に書いてきました。」「病院へ
行くために３時間目の前に早退します。家の人が迎えにくるので連絡帳に書いてもらいまし
た。」などが言えるようにしていきましょう。

学年が上がるにつれて、ことばで伝える場面は増えてきます。お子さんの様子にあわせて、
少しずつ練習をしていきましょう。連絡帳の内容を伝えるのであれば、うまく伝わったかどうか
確認ができるので安心です。上手になれば自信もついて、お話への抵抗も減ってきます。

「いとこ」って何？

１月に冬休みのお話をしていて、「おそらくは親戚の方に会ったのかも・・・」という話題が多く
出てきました。

「○○ちゃんていう、友達なんだけど、ちょっと違うみたいな・・・。」「おばあちゃんの家のおね
えちゃんで、でも、もう大人の人。」と、説明に苦労する様子が見られました。

個人的な、それぞれのお家のことですから「ことばの教室」では教えることができませんが、
もしかしたらいとこであったり、叔母さんであったりしたかもしれません。「いとこかな？」と声を
かけてみましたが、「いとこって赤ちゃんのことでしょう？」や「同じクラスの○○ちゃんと○○ち
ゃんは自分のいとこ。」という思い違いが出てきました。

「いとこ」ってどんな人を指すのか・・・は一般的な説明はできますが、具体的に「誰と誰が兄
弟で、その子どもが誰」と考えた方が分かりやすいですね。実際に会うときに機会を捉えて、親
戚の人の関係をお話ししてみてください。「○○おねえちゃん」と呼んでいる人が自分にとって
「叔母」であったり、「○○ちゃんのパパ」が自分のお母さんの兄だったり、いろいろ発見がある
ことでしょう。高学年になったら「叔父」と「伯父」、「叔母」と「伯母」の違いなども。


